
服飾造形 I 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科1年
女概要
服作りの技術と考え方を製作実習を通して学びます。まずは平面構成から1まじめ、服はどの様なパーツを組み合わせて作るのかを
理解する必修科目である。

女授業のねらい
基本アイテムの平面製図・製作をとおし服作りの基本を学ぶようにする。今後の礎となる。

女目標
製図方法、ミシンの使い方、素材にあわせた縫製技術を理解し、オリジナルの作品ができるようになることを目指す。

贔:1画授業内容 10単位（総授業時数 280 1:：：喜叶；（予実、］：：；；

＊フィードバックの方法

判使用パタ—ンメーキング

パターンに縫製仕様指示書き

各パーツの工業用パターン作成、マーキング

生地裁断、芯貼り、アイロン

部分縫い縫製（練習）

縫製

仕上げ

み製図パターンメーキン

パターンに縫製仕様指示書き

各パーツの工業用パターン作成、マーキング

生地裁断、芯貼り、アイロン

縫製

仕上げ

アイテムパターンメーキン

トワル作成

トワルフィッティング・修正

各アイテムパターン修正・作成

パターンに縫製仕様指示書き、付属確認

各パーツの工業用パターン作成

マーキング

生地裁断、芯貼り、アイロン

縫製

装飾等

仕上げ

い代付1

マーキング

生地裁断、芯貼り、アイロン

縫製

仕上げ

スラッシュポケット・箱ポケット

片玉縁ポケット・両玉縁ポケット

作業段階ごとに個別に点検・指導を行う。提出課題には添削・採点後に返却し解説を行う。

伍習：反復練習

習残った作業を進める

心習：残った作業を進める

習残った作業を進める

”：残った作業を進める
予習生地、付属の準備

習縫製の確認

復習残った作業を進める

伍習セルフチェック

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

予習生地、付属の準備

復習縫製の確認

腹習セルフチェック
伝習：残った作業を進める

習残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

予習生地、付属の準備

伍習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

予習：生地、付属の準備

伍習：残った作業を進める

＊成績評価の方法・基準

業態度 30 = :I 醤翡晨霜菱誓姦霜芦賓贔誓と閲。再履修とする。
定試験

業研修
I I 

＊教科書及び参考文献
服飾造形講座①服飾造形の基礎、 ②スカート・パンツ、 ③ブラウス・ワンピース

＊オフィスアワー
火・水曜日09時00分～12時10分： 200教室
鈴木英子担当
＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。



デザイン画 I 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科1年
＊概要
人体や基本的な表現方法を、クロッキーなどで理解し、人体のプロポーション・顔・手・足などの描き方、又色彩による素材・柄・質感
立体的な表現方法など基本的なデザイン画の描き方を学ぶ。必修科目である。

＊授業のねらい
服飾デザイン画の基礎知識である色彩・形態・構成などを講義と演習で学び、美的選択眼と構成力を習得する。

＊目標
人体と衣服の関連を把握し、デザインの構造線を正確に描くことができるようにする。

＊授業計画

回数 1 授業内容

ン

王ニショ
エーショ

エーショ

ン画

ザイン発想 テーマ「ワッペン」企画立案・アイディア展開

コンセプト決定・デザイン案展開

素材・構造検討

デザイン決定・レンダリング

ボード作成・プレゼン

別授業（展示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

《パネル作品》

まとめ・合評開

＊フィードバックの方法

バネル水貼り・丁

アイディア展開

コンセプト決定・デザイン案展開

デザイン決定・レンダリング

パネルに下描き

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

ナッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分
デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分
デッサン10分

デッサン10分
デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分
デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

丁ッサン10分
デッサン10分

デッサン10分
デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

各作品添削の際に、 コメントやアドバイスを記入して、次回以降の授業で返却する。

＊成績評価の方法・基準

業態度

習反復練習
伍習：反復練習

習：デザインリサーチ

習反復練習

習反復練習

復習反復練習

予習素材リサーチ

悶コ
習反復練習
伍習：反復練習

習デザインリサーチ

1予習：デサインリサーチ

習反復練習

習：デザインリサーチ

習資料収集

復習残った作業を進める

紅習：残った作業を進める

公習：残った作業を進める

る
業を進める

た作業を進める

た作業を進める

た作業を進める

収集

た作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：作品の振り返り

悶結果 I 竺 洲 1 且翡農腐姦誓籠店品繋討星9tば閤盈古喜ぢ。再履修とする。
定試験

業研修

＊教科書及び参考文献
服飾関連専門講座④ ファッションデザイン画
GAP、各種ファッション雑誌
＊オフィスアワー
月曜日13時10分～16時20分： 20D教室
鈴木英子担当

＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。

晶



西洋服装史 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科1年
叩概要
古代から近代に至る西洋服飾文化を、時代背景・社会情勢を考えながら、どのようにモードが変化してきたかを学ぶ。
必修科目である。

女授業のねらい
各時代の民族・地域・風土・宗教・流行などの特色を理解する。その知識と理解に基づいて、現代～未来につながるデザインを
創造する。

女目標
デザイノを志すものにとって洋服の歴史や基礎知識を知ることで、更に広い視野をもてるようにする。

心:1画授業内容 2単位（総授業時数 70
0) 

習等）
習教科書を確認

習教科書を確認

習教科書を確認

伍習授業内容を整理しまとめる

習教科書を確認
予習：教科書を確認

習：授業内容を整理しまとめる

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

々習：授業内容を整理しまとめる

習：教科書を確認

習：教科書を確認

予習：教科書を確認

心習授業内容を整理しまとめる

習教科書を確認

予習教科書を確認
-- 79叩亨ィーナ＝藷（ジ石ば女飼百立------―  習教科書を確認

1930年代～1940年 ファーッショジのm-------：：：：］：口こ
習授業内容を整理しまとめる

の進行状況に合わせる

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

＇習残った作業を進める

ーロロニニごロロニ：冒
習：教科書を確認

心習：授業内容を整理しまとめる

一、

”̀” 

ヽ
リ
”

エジプト様式

ギリシャ様式

ローマ様式

ビザンチン様式

ロマネスク様式

ゴシック様式

ルネサンス様式 16世紀
バロック様式 17世紀
ロココ様式 18世紀

クラシックスタイル ロマン主義スタイル

クリノリンスタイル バッスルスタイル

ブルーマー Sカーブシルエット
ホップル

着装とデザイン（ディオールを事例として）

寺別授業（展示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

ニュールック／オードリーヘップバーン

1980年代 ジャンポニ元・ゴルチェ

ヴィヴィアン・ウエストウッド

1990年代 ストリートファッション

＊フィードバックの方法
授業内で不明点があれば、その場で対応する。定期的に授業内容をまとめたノートを個別に点検、指導を行う。

女成績評価の方法・基準

業態度

悶結果 1 ;［ ；° | 請諸腐翡誓蘭店品繋討星9t晶1昇B9Jぢ。再履修とする。
定試験

業研修

＊教科書及び参考文献
ファッションの歴史

＊オフィスアワー
火曜日14時50分～16時20分 ：20D教室
鈴木英子担当

＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。



色彩学 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科1年
女概要
色が溢れている現代世の中で、身近な表現手段の1つである色彩に親しみ、色として見える仕組み・カラーコミュニケーションの
主な方法・色彩の実用価値と効果を知り色彩を有効に活用するための基本的な知識を身につける必修科目である。

女授業のねらい
色の持つ物理的側面・心理的側面・デザイン的側面を、講義形式による理論の説明と共に、カラーカードを用いた演習を行い
色彩の基礎を習得する。

女目標
「色彩検定3級」の取得を目標とする。

女授業計画

回薮丁―授業内容
山について

について

について

寺別授業（展示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

える

トーンから配色を考える

＊フィードバックの方法
授業の中で質問に答えて、その都度解決していく 。

20 実習時数 15) 

具体的内容（予習・復習等）
予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

1予習教科書を確認
予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

の進行状況に合わせる

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

＊成績評価の方法・基準三□ 且琵農霜菱誓姦霜霜雰霊と聞。再履修とする。

業研修

＊教科書及び参考文献
色彩検定公式テキスト

＊オフィスアワー
木曜日09時00分～09時45分： 20D教室
鈴木英子担当

＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。



素材学 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科1年
女概要
繊維、糸、織物、緬み物等アパレル素材の基本的な知識を学び、服地の特性や、効果、用途を知る為の必修科目である。

女授業のねらい
衣服材料の基礎的知識の習得により、衣服の設計・製作において、目的に応じた適切な素材の選択ができる。

女目標
基本素材の特性・用途を理解し、素材ごとの欠点、注意点、加工の仕方によるメリット・デメリットを習得しアパレル素材の知識を深める

贔：業1 画授業内容 2単位（総授業時数 70 ;：：心囚シ（予実、り；：習3ふ
[
口
輝
一
織
織

とは

重ね組織

糸について

2毛について

平織り

綾織り

朱子綾り

叶
―
,
'
息

．
 

寺別授業（展示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

し） No、1~7 

No、8~14 
No、15~21 
22~28 

復
一
―
―
―
―
―
―

習授業―内容を整理しまとめる

習授業内容を整理しまとめる

心習授業内容を整理しまとめる

習授業内容を整理しまとめる

習：授業内容を整理しまとめる

習：授業内容を整理しまとめる

復習：授業内容を整理しまとめる

復習：授業内容を整理しまとめる

復習：授業内容を整理しまとめる

復習：授業内容を整理しまとめる

復習：授業内容を整理しまとめる

復習：授業内容を整理しまとめる

復習：授業内容を整理しまとめる

復習授業内容を整理しまとめる

伍習：授業内容を整理しまとめる

習授業内容を整理しまとめる

心習授業内容を整理しまとめる

習授業内容を整理しまとめる

習授業内容を整理しまとめる

心習授業内容を整理しまとめる

の進行状況に合わせる

復習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習残った作業を進める

伍習残った作業を進める

習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

腹習：残った作業を進める
復習残った作業を進める
伝習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習実験内容をまとめる

な習：実験内容をまとめる

＊フィードバックの方法
授業内で不明点があれば、その場で対応する。提出課題には添削・採点後返却し解説を行う。

＊成績評価の方法・基準

巴： 1 塁：I 謬罪脇濯翻靡饗摩靡嘉。再履修とする。

定試験

業研修

＊教科書及び参考文献
服飾関連専門講座①アパレル素材論

＊オフィスアワー
火曜日13時10分～14時40分： 20D教室
鈴木英子担当

＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。



コーディネイ ト演習 担当佐藤道子 アパレルデザイン学科1年
＊概要
なかなか短期間のshop研修はできないが、グループ企業のshop「harmyhudson」では、他の授業に影響がない時間割でインターシップ
(shop研修）を経験する。お客様との接し方、コーディネイト提案力、商品知識を身につけるために必要な必須科目である。

＊授業のねらい
現場体験を通して、実践的なスキルを学ぶ。

女目標
専門的スキルとコミュニケーション能力を身に付けることを目指す。

＊授業計画

回数 1 授業内容
《接客について》

）把握》

《セー）1

プ作成》

寺別授負 ・
オリ：

《SNl: 

管理》

：ング》

＊フィードバックの方法
授業の中で質問に答えて、その都度解決していく 。

＊成績評価の方法・基準

業態度

贔果
定試験

業研修
l l 

＊教科書及び参考文献
なし

＊オフィスアワー
水曜日 13時10分～16時20分： harmyhudson Shop 
佐藤道子担当授業時数70時間
＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。
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《商品6

，スコーディネイト》

《ポッ：

あいさつの基本

立ち振る舞い

心構え

表情（顔・目・ロ元・笑顔）

会話

ご案内

接客用語

商品の種類と名称をおぽえる

商品の種類と名称をおぽえる

SHOPの商品をコーディネイト

SHOPの商品をコーディネイト

SHOPの商品をコーディネイト

SHOPの商品をコーディネイト

SHOPの商品をコーディネイト

イベント用

セール用

etc... 

［ （展示会・ショーのため）
；ナル作品製作

；プロモーション》

《在庫

《ラッt

SNS発信方法

SNS発信方法

写真の撮り方

写真の撮り方

SNS発信

SNS発信

数え方・数の把握
数え方・数の把握

新商品の受け入れ

値札付け

ラッピングテクニック

リボンのかけ方・結び方

応用ラッピング

講義時数 20 実習時数 120 

具体的内容（予習・復習等）

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

ロ説明して実践する
自の進行状況に合わせる

腹習：残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する
説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

30 

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。
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手芸 担当加藤光子 アパレルデザイン学科1年
＊概要
ファッションコーディネートに欠かすことの出来ないものには装飾手段（刺繍・プリントETC)・ファッション小物（帽子・手袋・靴ETC)
アクセサリー（ネックレス・リング・ブローチETC)などたくさんあります。その中からいくつかを選び 実際に作成することで
各アイテムのデザインカ・素材の選び方・用途に応じる工夫・目的に沿ったもの作りと様々な想いに対応できる能力をを身につけるため1
必要とする必修科目である。

女授業のねらい
コーディネートテクニックの一つとして自分で作ることの出来るアクセサリー等の基本的な知識と作り方・テクニックを学ぶ。

女目標
広い視野で様々な情報をキャッチしながらファッションをトータルに表現出来る技術を身につける。

贔:1画授業内容 5単位（総授業時数 140 `i：：ょ；（予実；］；、；；

《こぎん刺し・ぽうし》 こぎんの基礎

基礎刺し

基礎刺し

ぽうしデザイン考案

ぽうしパターン作成

生地裁断・芯貼り・アイロン

こぎん刺し

こぎん刺し

縫製

縫製

仕上げ

《デザイン刺繍シャツ》 デザイン考案

特別授業 （展示会・ショーのため）

オリジナル作品製作

刺繍 （オリジナルシャツ）

刺繍 （オリジナルシャツ）

剌繍 （オリジナルシャツ）

刺繍 （オリジナルシャツ）

刺繍 （オリジナルシャツ）

装飾等

仕上げ

《カジュアルネクタイ》 パターン作成

生地裁断・芯貼り・アイロン
縫製

縫製

仕上げ

《シルバーアクセサリー》 デザイン考案

女フィードバックの方法

作成 （ねんど）

作成 （乾燥）

作成 （焼く ）

仕上げ

作業段階ごとに個別に点検・指導を行う。提出課題には添削・採点後返却し解説を行う。

習生地・附属の準備

習残った作業を進める

習残った作業を進める

予習デザインリサーチ

習残った作業を進める

予習生地・附属の準備

復習：残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習：セルフチェック

予習：丁サインリサーチ

習残った作業を進める

習残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

～習：残った作業を進める

習：セルフチェック

自の進行状況に合わせる

復習残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習残った作業を進める

予習：パターン用紙等の準備

予習生地・附属の準備
～習：残った作業を進める

習残った作業を進める

悶芦謬昇：チ
習材料を準備する

習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

心習：セルフチェック

女成績評価の方法・基準

業態度

: I 竺 "I°1 血翡翫協輩塁詰轡覧贔誓9臣 。再履修とする。
定試験

業研修

＊塾科書及び参考文献
コーナイネートアクニックアクセサリー編

女オフィスアワー
金曜日 13時10分～16時20分： 20F教室
加藤光子担当

女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



服飾概論ー 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科1年
＊概要
服を作成するために必要なパターンを平面製図を引きながら、身頃、袖、衿等の形を覚えていく 。またパターンを作る上で
重要な考え方・用語・人体についての知識も同時に学ぶ基礎的な科目である。よって必修科目である。

＊授業のねらい
衣服について学ぶ。人体について学ぶ。人体の計測について学ぶ。パターンについて学ぶ。服を作るために最低限必要なことをまなぶ。
今後、全ての科目の基礎になるような授業にする。基礎に徹する。

＊目標
次年度受験する「パターンメーキング技術検定試験3級」の取得を目標とする。

＊授業計画 2 

回数 I 授業内容
衣服と服飾造形

衣服の分類

作のプロセス

采寸用具、

いて》 人

作のための人体の構造

プロポーション

係

体計測》計測姿勢・計測の着衣

計測方法・参考寸法

》平面作図と立体裁断について

原型について・作図方法

体型と原型

パターンの操作法（ダーツ移動なと

》 衣服素材とデザイン・付属材

使用量の見積もり方・縮絨・地直

裁断•印付け・布地に合わせた糸·含

基礎縫い（手縫い）

基礎縫い（ミシン縫い）

寺別授業（展示会＆ショウのため
オリジナル作品製作

の基礎知識・

パターンメーキング用語

既製服のパターンについて

ーンメーキング》フラットパターンメーキングの

フラットパターンメーキング 実技1（身頃）

フラットパターンメーキング 実技2（衿）
フラットパターンメーキング 実技3（袖）
フラットパターンメーキング 実技4（スカート）
フラットパターンメーキング 実技5（ブラウス・シャツ）
ドレーピングの基礎知識

ドレーピングの実技について

：教科書を確認

：授業内容の整理•まとめ
：シーチンクの地直し

予習：教科書を確認 ― 

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

授業内容の整理・まとめ

教科書を確認

授業内容の整理まとめ

教科書を確認

：作図反復練習

教科書を確認

操作法反復練習

教科書を確認

教科書を確認

：教科書を確認

：残った作業を進める

せぢ
パターンで

る

伍習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習教科書を確認

復習残った作業を進める

伍習残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

＊フィードバックの方法
作業段階ごとに個別に点検・指導を行う。提出課題には添肖ll・採点後に返却し解説を行う。

＊成績評価の方法・基準

業態度

課題

疇果

定試験

業研修

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。

＊教科書及び参考文献
服飾造形講座①服飾造形の基礎、 ②スカート・パンツ、 ③ブラウス・ワンピース
パターンメーキング技術検定試験3級ガイドブック
＊オフィスアワー
金曜日09時00分～10時30分： 20D教室
鈴木英子担当

＊備考
B程及び授業内容は変更することもある。



服飾概論II 
担当吉田陽子 アパレルデザイン学科1年

＊概要
衣服の基本形である「原型」 ・「タイトスカート」 ・「ブラウス」を工業用ボディを使用して、立体裁断を行いパターンを作る。
立体裁断（ドレーピンク）では布地（シーチング）の扱い方やピンの打ち方等の基本テクニックから布の動きや生活する為に必要な
ュルミの入ったシルエット構成なども実習する。原型を利用したパターンの動かし方（ユルミのいれ方）やサイズ展開の方法も
実習する。基本を学ぶ為の必修科目である。

＊授業のねらい
基礎がなければ応用はない。今後のパターン作成のために、立体裁断でおこしたものをしつかりしたパターンにできるように
ドレーピング・パターンメーキングの基礎をしつかり学ぶ。
＊目標
ベーシックアイテムの立体裁断を通じ洋服の基本的なシルエットやバランスを理解して平面である布を立体的な形（洋服）にできる
ようになることを目指す。基礎知識・基礎技術は完全に習得する。

＊授業計画

回数 授業内容
1口 《立体裁断について》立1裁断とは、衣服と造形美、衣服と人｛
2口 用具、材料、ボディの準備、ピンの打ち方

3ロ シーチングの地直し、縦糸と横糸を抜く

4口 7AR原型ュ 断 7AR原呈ドレーヒンク月11 頃‘こし）

5口 印付け、ラインチェック、ドラフティング

6ロ パターンメーキング

7口 7ARスカート原型ドレーピング（前後スカートおこし）
8口 印付け、ラインチェック、ドラフティング

9ロ パターンメーキング

10口 7ARボディのユルミについて
11口 身頃原型にユルミを入れる （原型パターン展開）

12ロ スカート原型にユルミを入れる （原型パターン展開）

13ロ エ用ハーンメーン エ用ハーン 1、 B方について
14口 工業用パターン基礎知識、縫い代のつけ方

15口 工業用パターン実技

16ロ クレーティン 〉グレーティンク （サイス展開 法タイトスカート）
直 グレーディング方法（シャツ）

イ［：：］：ある盃手／／もあ時／る／」：／：：出課プク／ノ：t添肖ャ採点：：却の／角）盈／を卜行っ

2
 

寺別授業（展示会＆ショウのため
オリジナル作品製作

後スカートおこし）

付け、ラインチェック、裾、

、パターンメーキング
作成

称

こし）

シャッドレーピング（台衿、上衿）

シャッドレーピング（袖、カフス、印付け、ラインチェック）

シャッドラフティング、パターンメーキング

シャツ工業用パターン作成

シャツ縫製仕様書作成

復習：授業内容の整理・まとめ

予習：シーチングの地直し

ベルト履習：残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習残った作業を進める

I,.._習授業内容の整理・まとめ

習授業内容の整理•まとめ
習シーチングの地直し

習残った作業を進める
習残った作業を進める

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：授業内容の整理・まとめ

：プリントを確認

：残った作業を進める

：シーチングの地直し

・残った作業を進める

：授業内容の整理・まとめ

：シーチングの地直し

：残った作業を進める

： 授業内容の整理•まとめ

：授業内容の整理・まとめ

：残った作業を進める

た作業を進める

ントを確認

内容の整理•まとめ
た作業を進める

た作業を進める

を進める

る

ターンで
する

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。



服飾造形1I 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科2年
女概蔓
服作りの応用段階に入り各アイテムの素材、デザイン、用途に適した縫製テクニックを学ぷ重要な科目である。
よって必修科目である。

女授集のねらい
商品としての厭作りに重点をおき、既製厭を生産するための技術と、生産の合理性や品買の確保について実習を通して理解する。

女目標
戴断・縫製・検品までのアパレル工業生産に必夏な流れを学び理解し、工業生産のできるパターン作成、縫製方法、
工程分析できるようになることを目指す。

女授業計画

回数I授業内容 一

《テーラードジャケット》支給パターン 工業用パターン展開（表地、裏地、芯地）
生地戴断、芯貼り、アイロン

縫製（表地接ぎ、ポケット作り）

縫製（裏地接ぎ、テーラードカラー、袖）

縫製（袖付け、肩パット、ゆき綿付け）

縫製（衿、前端、ドンデン、まつり）

縫製（釦ホール（手縫い）、釦付け）
仕上げ

《フード付きブルゾン》支給パターン 工業用パターン震開（表地、芯地）
生地戴断、芯貼り、アイロン

縫製（表地接ぎ、衿・フード作り）

縫製（前身頃ポケット作り）

縫製（前中心ムシ見せファスナー付け）

縫製（袖付け、裾始末）

仕上げ
《オリジナル作品》デザイン考案・素材選択・パターンメーキング・パターン農開

トワル作成

トワルフィッティング・修正

各アイテムバターン修正・作成

各パーツの工業用パターン作成、マーキング

生地戴断、芯貼り、アイロン

縫製

縫製

装飾等

仕上げ

》タイトスカート羅襲手順ノート作り

部分縫い縫製（後中心ファスナー付け、ベ

部分縫い縫製（マエカン、糸ループ、まつ

1年生実習指導
》生地鰻断、芯貼り、アイロン
縫製

デザイン考案、景材選択、パターン

トワル作成・フィッティング・修正

生地戴断～縫製

仕上げ

叫［国事・指導を行う。提出諜題には添削・採点後に返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準

:];;y、200③教ブ室ラウス・ワンビース、④ジャケノト・コート、⑤コート・ケープ

日程及び授集内容は変更することもある。

240-
旬

ンツ位置（表地＆裏地）

り）

習縫製仕様書作成、マーキング

習生地、付属の準傭

習：ポケット反復練習

習：縫製碩認

習：縫製確認

習縫製確認

習：釦ホール反復練習

習：授業内容の整理・まとめ

習：縫製仕様書作成、マーキング
習：生地、付属の準備

習：縫製の確認

習：ポケット反復練習

習：ファスナー付け反復練習
習：縫製の確認

•まとめ
デザイン考案

トワル組み立て

：残った作集を進める

：残った作集を進める

：縫製仕様書作成

：生地、付属の準備

残った作業を進める

：残った作業を進める

残った作業を進める

ック

駿
ション準傭

ション準傭

：残った作業を進める

30-40-25-5 

出席日数が2/3に溝たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。



デザイン画1I 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科2年
ー女概要
丁ザイン画を描くデザイナー（自分）の、服に対する気持ち・想い・個性が伝わるようなデザイン画を表現できるようにさらに描写力
を上運させる。必修科目である。

女授集のねらい
想いをあらわすために、布の動き方、量感、表情を描けるようにする。また服を細部にまで描くことのできる線の描き方も学ぶ。

女目標
値性あふれる線の描き方、自分らしいデザイン画が描けるようになることを目指す。

女授彙計画

回数 1 授業内容 ', ¥: 1 --~— 

100
一軍

饂
炉
11

[

[

[

チ

＿

チ

L

F
＿チ＿チ

四

一

旦

刀

認

一

亡

テーマ Iシンポリツクイラスト」テーマ1
アイディア震開・コンセブト決定・デザイン案農開

ラフスケッチ

デザイン決定・レンダリング

着色

別授業（農示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

コンテストデザイン画） デザイン考案、ーリサーチ

（新人デザイナーファッション大賞） 着装画、着色

コンテストデザイン画） デザイン考案、リサーチ デッサン10
（ドレメ全国ファッションデザインコンテスト） 着装画、着色デッサン10

コンテストァイン アイン 、リサーチ デッサン10
（毛皮デザインコンテスト） 着装画、着色 デッサン10

レース） デッサン10
沢の ） デッサン10
） デッサン10

デッサン10

デッサン1
デッサン10
デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

デッサン10

ーチ

チ

進める

進める

める

向
進める

を進める

を進める

を進める

バネル水貼り・デザイン

アイディア農開

コンセブト決定・デザイン案展開

デザイン決定・レンダリング

パネルに下描き
パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

習残った作業を進める

習：残った作婁を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める
習：残った作業を進める

習：残った作婁を進める

習：残った作業を進める

習：残った作婁を進める

習：作品の振り返り

女フィードバックの方法
各作品添削の際に、 コメントやアドパイスを記入して、次回以降の授業で返却する。

女成績評価の方法・基準

30-10 
出席8数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授婁の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。

女教科書及び参文献
服飾関運専門講座？） ファッションデザイン画
G炉、各種ファッション雑誌
女オフィスアワー
月曜日13時10分～16時20分 ：20D教室
鈴木英子担当

女備考
日程及び授集内容は変更することもある。



パターンメーキング 担当箭木苓子 アパレルデザイン学科2年
女概要
パターンナーに必蔓なパターン作成に関する技術と知識のレベルアップの為パターンメーキング技術検定合格と
カットソーのパターンの引き方を学ぶ必修授業である。
女授集のねらい
パターンについての理解度・能カアップをする。さらに生産効率を上げる為のパターン修正
工彙用パターン作成などにも取り組む。カットソーのパターン作成を学ぶ。

丸目標
「ハターンメーキング技術検定試験3級」の取得を目標とする。
女授業計画

面云T―授業内容 1-r・ 

‘,'‘ 

30
一等

実寸製図（前後身頃）

実寸製図（禎）

記号、名称、縫製指示書き

工業用バターン

る

る

め

め

と

と

ま

る
る
る
し
る
る
る
る
る

ホロシャツ）》製図方法について（寸法の

実寸製図（前後身頃）
実寸製図（前身頃持ち出し、見返し、袖リブ、衿）

記号、名称、縫製指示書き

工業用パターン

縫製仕様書作成

別授業（農示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

とめる

） 

した線を修正

女フィードパックの方法
作彙段階ごとに値別に点桟指導を行う。提出課題には添削・採点後返却し解説を行う。
女成績評価の方法・基準

業態度 30 戸 借翡翻翡芦辛竪ぶ認価場と合品。再履修とする。

定試験 5 
業研修

女教科書及び参考文献
パターンメーキング技術検定試験3級ガイドブック
パターンメーキング技術検定試験問題回答・解説集
女オフィスアワー
金曜日14時50分～16時20分 ：200教室
火曜日鈴木英子担当

女傭考
日程及び授婁内容は変更することもある。



工業用パターンガイド担当吉田陽子 アパレルデザイン学科2年
女概蔓
工業用生産を考えたバターン造りは大変重蔓です。よって工学科の必修科目であり、又重蔓な科目でもある。

女授業のねらい
実際のアパレル業界で必蔓なパターンメーキングの技術を付ける為のパターン操作について学べるようにする。

女目標
工業生産でアパレル商品の完成度を高められるように、又縫製工場や作り手によって異なる商品ができないパターン創りができるように
する。（縫い代付け、裏地創り、衿、見返しの農開など）

30 

等）

を入れる場合の約東ごと、ノッチの入れ方の訳

い代について

い代の決め方つけ方、縫い代巾の寸法例、縫い代端負等

製順序を支持する縫い代のつけ方 仕上げから生じるつけ方

次の回の所を必

予習：次の回の所を必ず饒む（宿題）
の回でわからない所を貫問する

予習：次の回の所を必ず読む（宿題）
の回でわからない所を貫問する

予習：次の回の所を必ず続む（宿題）
の回でわからない所を質問する

ケヽット

くンツ

ジャケット、コートの袖口明き

フスと袖口明き

ト通し

、裏地、スタンピング用ゲージ

予習：次の回の所を必ず饒む（富題）
次の回でわからない所を貫問する

ーンで

別授業（晨示会＆ショウのため）
オリジナル作品製作

バターン

ジャケット衿

ジャケット見返し

ジャケットの裏地

地の指示

玉縁ポケット作成

玉縁ポケット作成

ラッシュポケット作成
ポケット作成

ッチ

号

称縫製指示記入

代付け

作らる伝ぷ滋ぶ認嚢．指導を行う。提出課題には添削・採点後に返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準

30-35-35 

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、諜題の完成度などによる総合評価とする。

女教科書及び参考文献
工業用パターンガイド
女オフィスアワー
火曜日13時10分～14時40分 ：CAD室
吉田陽子担当（実務経験あり）授集時数70時間
女備考
日程及び授集内容は変更することもある。



立|杢裁断I 担当吉田陽子 アパレルデザイン学科2年
女●墨
1年次で た 知識と技衛をもとに、 2年次ではフレアスカート、ワンビース、ブリンセスラインジャケット、
オリジナル，I,5事のシルエットづくりや体への入り方とより高度なドレービング技衛を学ぶ。大査重璽な必修科目である。
女授彙のねらい
イメージを具環化するために、様々なアイテムのドレーピングを実詈し、応用力を身に付ける。
女目欄
デザイン性の高いシルエットの襄環テクニックや、機饒性を遍求した厭作りを目指す。

女授婁計繭

面可―授業内容

i 
3 

！ 

390-
剛

フレアスカートドレービング（前後スカーートおこし

フレアスカートドレービング（印付け．ぅィ` 斤エ,,．傾麟）

フレアスカートドレーピング（スソ、ベルト付け）

フレアスカートドラフティング、パターンメーキング

フレアスカートエ婁用パターン作成

フレアスカート縫璽仕様書作成

ワンビースドレービング（前身頃、
ワンビースドレービング（畿身頃、衿）
ワンビースドレーピング（禎、前スカート）

ワンビースドレービング（豫スカート、スソ）

ワンビースドラフティング、パターンメーキング

ワンビースエ婁用バターン作成

ワンピース編璽仕様書作咸

《←テドプリカスうイガ竹9卜立体戴断》ジャケットドレーピング（前隻身頃おこし）

ジャケットドレーピング（ラペル、上衿）
ジャケットドレービング(2枚檜）

ジャケットドレービング（スソ、ポケット、釦）
ジャケットドぅ万りが 9f9ーンメーキガ（表地）
ジャケットパターンメーキング濯漢I.PKT事）
ジャケットエ婁用パターン

ジャケット縫襲仕樺書

おこし）

肩授婁（震示会＆ショウのため）
オリジナル作品襲作

《PM3縁試顧対繁》 パターンメーキング賓技対策 デザインA

パターンメーキング実技対肇 デザインB
槙撮試醸ほ註む
指導模撮授彙•まとめ
1年生タイトスカート指導

縫襲

デザイン考寡・ドレービング（前隻身頃おこし）

ドレービング（衿、袖）

トワル作成

る

る

る
まとめ

る
農った作彙を遍める

農った作婁を遍める

農った作婁を遍める

：残った作業を遍める

まとめ

る
：残った作婁を遍める
農った作婁を遭める
：残った作●を遍める

：残った作婁を遍める

晨った作●を遭める

め

ンで

し

女フィードバックの方法
作●殿疇ごとに●別に点検・指導を行う。提出●●には添剛・採点畿返却し解謙を行う。
女成績評値の方滋・基準

30-50-20 

出鸞日数が2/3に瀾たない場合及び擾出物が未Tの場合は、再履修とする。
授集の取り組み、課●の完成度などによる総合＂儡とする。

研

女教科書及び参囀文獣
スカートについてのブリント、ワンビースについてのブリント、ブリンセスラインについてのブリント
女オフィスアワー
火•水・木曜日 13鵬1”ヤ-16睛2~:200微室
吉田鴫子担当頃糧経験あり）慢婁鵬数490時間
女●肴
B種及び授集内喜は宣更することもある。



ファッションビジネス 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科2年
女概蔓
ファッション産業の意味や役割、構造、ファッションビジネスの機能やシステムなどを総合的に学ぶ、必修科目である。

女授集のねらい
ビジネスとして成り立つ商品企画を行うための、市場謂査・商品計画・計数管理等の基本や、それぞれの専門的な職能や職域を
具体的に理解する。

女目標
「ファッションピジネス能力検定3級」の取得を目標とする。
女授業計画

面薮丁―授業内容
・ヽ•

ファッション
ファッションビジネスの定鶴•特性・

9ァッション生え
ファッションと―、一—..、 . . 、 ―

ファッショ

20-旬

ファッション

デザイン文化》

ファッションの定艤た9ア、シジヨンとデザインとアート

ファッションの歴史（オートクチュール・ブレタポルテ）

別授業（農示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作 める

める

める
ファッション ライフ

コーディネーション》 スタイ

ファッション商品

ファッ

アイ

女フィードバックの方法
授集内で不明点があれば、その場で対応する。提出諜題には添削・採点後返却し鱗説を行う。

女成績評価の方法・基準

態度

日
30-40-25-5＿
 

出慮日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は｀耳履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。

女教科書及び参考文献
ファッションビジネス能力検定試験3級ガイドブック
女オフィスアワー
金曜日10時40分～12時10分 ：20D教室
鈴木英子担当

女備考
日程及び授集内容は変更することもある。



ブライダル 担当佐藤嶺子 アパレルデザイン学科2年
女概蔓
最近の組嬬のスタイルに即応できる人材育成のために必用な科目である。

女授集のねらい
オリジナルウェディングの多様化に対応できる力と業界の現状を理解し身に付ける。

女目標
ユーザーに対して的確なアドバイスのできるプランナーをめざす。またブライダルファッションプランナー検定試験
合格を目指す。
女授婁計画

回数 1 授業内容
。一旬

《オリエンテーション》 業界の現状

協会の認定する資格

スペシャリストの役割

神前結婚式

キリスト教結婚式

人前餡嬬式

シビルウェディング

《日本のウェディングの歴史》 婚礼の歴史

年代別の特徴

《セレモニー・レセブションの現状とトレンド》 会場の多様化

レセプションの変化

セレモニーレセプションの専門用語

《ファッションコーディネイト》 各部名称と種類

ドレス丈・トレーンの種類

カラー・ネックライン・スリーブ・アクセサリーの種類
シルエット別コーディネーション

ウェディングの場合の礼荻

ウェディングカラーコーディネーション

ウエディングにおけるフラワー装節について

セレモニー会場・披露宴・バーティー会場の装花

ウェディングブーケ・ブートニアブーケの形について

打掛花嫁•新郎の紋付 名称
振袖・留袖・中振袖について

美しい花嫁姿を残すために

基本ポージング・移動時のポイント

シーン別アドバイス

《カッブルアテンダントの方法》 ブライダルアテンダントについて

《結納・婚約の現状とトレンド》 伝統としきたりに従った結納

形式にこだわらない婚約式

マナーの基本
訪問・手紙のマナー

食事のマナー

接客の必要性

接客蔓素

ホテル式用語・ジュエリー用語

《ウェディングの種類》

《フォーマルファッション》

《カラーコーディネイト》

《フラワーコーディネイト》

《和装コーディネイト》

《フォトスタイリング》

《マナー》

《接客知識》

351ロ 《専門用語》
女フィードバックの方法
授業内で不明点、質問などあれば、その場で対応する。
女成績評価の方法・基準

度 30 

50-20 

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。

女教科書及び参考文献
ブライダルの基礎知謙

女オフィスアワー
金曜日 09時00分～10時30分 ：Cめ室
佐藤道子担当授業時数70時間
女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



服飾造形皿 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科3年
女概蔓
平面製図とドレービングテクニックを併用し、服種とパターンメイクテクニックを広げ、より応用力を高めた造形能力を
習得する。またインターシッブを通じて働くことの意味・厳しさ・楽しさを体感し、今後の就職活動の幅を広げる。
よって必修科目である。
女授業のねらい
高級素材や特殊素材の扱い方、シルエット創りの技術、手芸的装飾テクニックの取り入れ方を製作で学ぶ。

女目標
企画・設計•生産といったアパレル生産プロセスを学び高度な知識と技術の習得を目指す。
女授集計画

回数 1 授業内容
240
＿剛

《ビンタックシャツ》支給パターン縫製
縫製

《インターシッブ》 OO企画orハーミーハドソン研修
(5月～7月中旬予定） 園企画orハーミーハドソン研修

園企画orハーミーハドソン研修
OO企画orハーミーハドソン研修
OO企画orハーミーハドソン研修
旧企画orハーミーハドソン研修
園企画orハーミーハドソン研修
旧企画orハーミーハドソン研修
旧企画orハーミーハドソン研修
旧企画orハーミーハドソ；

《ラグランコート》支給パターン 工業用パターン晨開（表地、裏地亀芯地）
生地戴断、芯貼り、アイロン

縫製（表地接ぎ、ポケット作り）

縫製（裏地接ぎ、衿）

縫襲（袖付け（ラグランスリーブ））

縫製（前端、裾始末、まつり）

縫製（釦ホール、釦付け）
仕上げ

《オリジナル作品》デザイン考案・素材選択・パターンメーキング・バターン晨開
トワル作成・トワルフィッティング・修正・パターン修正＆作成

生地戴断、芯貼り、アイロン、縫製

縫製、装饒攀

仕上げ

こついて一ー～＿、'l:!I.,.,.、
生地戴断、芯貼り、アイロン

縫襲（表地捜ぎ、ポケット作り）
縫製（裏地接ぎ、衿）
縫製（袖作り、袖口、袖付け）
縫製（衿付け、前端始末（ファスナー・釦など）、裾始末）

仕上げ

：残った作集を進める

習残った作業を進める

習：研修内容をまとめる

習：研修内容をまとめる

習：研修内容をまとめる

習：研修内容をまとめる

詈：研修内容をまとめる

習研修内容をまとめる

習研修内容をまとめる

習研修内容をまとめる

習研修内容をまとめる

習研修内容をまとめる
習縫襲仕様書作成、マーキング
習：生地付属の準鑽

詈：残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：残った作彙を進める

習：セルフチェック

る

る

る
：残った作彙を進める

：残った作業を進める
：残った作彙を進める
：授彙の内容整理・まとめ

：セルフチェック

、アイロン

作溢緬式溢盆習温．指導を行う。提出鰈題には添削・採点後に返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準ぃ 且翡農甜菱｀”'t品寄兵。再履修とする。

研 5

女教科書及葛参考文献
服饒造形講座 スカート・パンツ、③ブラウス・ワンビース、④ジャケット・コート、⑤コート・ケープ
女オフィスアワー
月・水曜日09時00分～12時10分 ：200教室
鈴木英子担当

女傭考
日程及び授集内容は変更することもある。



デザイン画m 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科3年
女概夏
各自のァザインテーマに合わせ、イメージ晨開に必要な表現カ・伝えるためのプレゼンテーション・アブローチといった
表現力を知り、オリジナリティのあるファッションデザイン画を研究する。必修科目である。

女授業のねらい
洗練された自由な創造力と発想力、その表現テクニックを向上させる。

女目標
デザイナーとして必要な感性と創造力を身につける。テキスタイルが多種多様な昨今、重要な素材の表現力を画材の使い方、
着色や線の描き方でさらに上運することを目欄とする。
女授業計画

回数 1 授業内容
，、．，．．：ー

100
＿剛

ンリサーチ

認

ラすテーチ
認

ジ可干ーチ

星
帽
漏
溝
謹

コンセブト決定・デザイン案晨開

ラフスケッチ

デザイン決定・レンダリング

着色

別授業（農示会＆ショウのため）
オリジナル作品制作

ハネル水貼り・デザイン

アイディア震開

コンセプト決定・デザイン案農開

デザイン決定・レンダリング
パネルに下描き
パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

コンテストデザイン画》 ―― デザイン考案、リサーチ

（新人デザイナーファッション大賞） 着装画、着色

ンテストデザイン園） デザイン考案、リサーチ デッサン10
（ドレメ全国ファッションデザインコンテスト） 着装画、着色デッサン10

ンテスト丁イン画 T イン 、リサーチ デッサン10

着装画、着色 デッサン10

デッサン10
デッサン1
デッサン10

デッサン10
デッサン10

デッサン1
デッサン1

一ァッサン1
デッサン1
デッサン10
デッサン1
デッサン1
デッサン1

デッサン1

チ

める

める

める

し
：合わせi

を進める

を進める

を進める

を進める

デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

デッサン10

デッサン1

デッサン10
とめ・合評開

女フィードバックの方法
各作品添削の罵に、 コメントやアドバイスを記入して、次回以降の授集で返却する。

女成績評価の方法・基準

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習：残った作業を進める
習残った作婁を進める
習残った作業を進める

習：残った作彙を進める

習残った作業を進める

習：残った作集を進める

習：作品の撮り返り

30-70- 出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。

服益；；：告溢:3吝房ァッションデザイン直
GAP、各種ファッション雑誌
女オフィスアワー
月曜日13時10分～16時20分 ：200教室
鈴木英子担当

女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



立体裁断II 担当吉田陽子 アパレルデザイン学科3年
女概蔓
1 • 2年次で学んだ立体戴断の技衛を踏まえ、さらに視覚で判断する力に磨きをかける。発想力を鍛え応用力を身につける。
またインターシップを通じて働くことの意味・厳しさ•楽しさを体感し、今後の就職活動の巾を広げる。
パタンナーとして働くための必修科目である。

女授業のねらい
フォルムを創る面白さを深め、創りたいデザイン・フォルムを具体化させる技術を身につける。

女目標
着やすくて、美しい服を創るためにドレーピングは必蔓な技術の一つである。視覚的に形を捉えることによって、バランス感覚を
身につけ、着心地の良い、機能性のある厭のパターンメーキングができるようになる事が目標である。

女授集計画

回数 1 授業内容

《ピンタックシャツ》支給バターン縫襲
縫製

《インターシッブ》
(5月～7月中旬予定）

《ラグランコート立体戴断》

320-
筍

旧企画orハーミーハドソン研修
U企画orハーミーハドソン研修
UN企画orハーミーハドソン研修
UN企画orハーミーハドソン研修
旧企画orハーミーハドソン研修
UN企画orハーミーハドソン研修
旧企画orハーミーハドソン研修
UN企画orハーミーハドソン研修
園企画orハーミーハドソン研修

＂ コートドレーピング（前後身頃）
コートドレーピング（衿、 1枚袖）
コートドレーピング（ラグランスリーブに農開）

コートドレーピング（裾、ポケット、釦）

コートドラフティング・バターンメーキング（表地）

コートパターンメーキング（裏地、 PKT筆）
コート工業用パターン

コー
《オリジナル作品》デザイン考案・素材選択・パターンメーキング・パターン農開

トワル作成・トワルフィッティング・修正・バターン修正＆作成

生地裁断、芯貼り、アイロン、縫製

縫製

縫製

縫製、装飾纂

仕上げ

トワル作成

ぷ伝屈謹踪蹟．指導を行う。提出課題には添削・採点後に返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準

業態度

：月：喜ご：~20：業る：占房時間

る

.な.,、ー'”にこ皿〇，る

：研修内容をまとめる
：研修内容をまとめる

：研修内容をまとめる
：研修内容をまとめる

：研修内容をまとめる

：研修内容をまとめる

：研修内容をまとめる

：研修内容をまとめる

：研修内容をまとめる

：研修内容をまとめる
：シーチング地直し
：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

ック

る
る

：残った作業を進める

：残った作集を進める

残った作集を進める

残った作婁を進める

める

める

める

める
は次年度

30-35-25-5-5 

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、諜題の完成度などによる総合評価とする。



生産管理概論 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科3年
女・概蔓
アハレル生産のプロセスの中の生産部門は企画された製品を。よりスムーズに高品質な生産の為に必蔓な部門である。よって工学科
デザイン学科の必修科目であり、又重蔓な科目でもある。

女授業のねらい
アパレル生産の役割と過程を学ぶ。又なかなか学ぷ事がない布吊製品と違うカットソーの知識を学ぶ。

女目標
細かいことが多い生産管理を学んt=.後 希望者にはインターシッブで実務経験もできるようにする。
又カットソー入門では生地特性、歪画iヽら検品までの流れを学び最終的には発注まで、できるようにする。

品門十画授業内容 ＼＿＿・ 総授業時数 70 講＼屯は；内容”;;;等）

冒／ヨン

トータルブランニング

ブレゼンテーション

別授業（展示会＆ショウのため）
オリジナル作品製作

どの説朋

t方法
の出し方

出し方

引法

た楚方法．卸置のB

ノキ零の服資材

...，期について

上げ、中上げ、納品前検品

作註伝屈滋晶窟召届．指導を行う。提出課題には添削・採点後に返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準

度

リサーチ

いてリサーチ

いてリサーチ

る

する

する

る
る
ン準傭

tる
ンで

リン

汀卜を参照しながら説明又

ブリントを参照しながら説明又実習

プリントを参照しながら説明又実習

ブリントを参照しながら説明又実習

リントを参照しながら説明又

プリントを参照しながら説明又実習

叫女教科書及び参考文献
カットソー入l"'I アパレル製作技術
女オフィスアワー
金曜日10時舶分～12時10分 ：200教室
鈴木英子担当
女傭考
日程及び授業内容は変更することもある。

30-35-35 

出席日数が2/3に満t=.ない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課臼の完成度などによる総合評価とする。



アパレルCAD 相当吉田陽子 アパレルデザイン学科3年
女概蔓
IT社会の昨今、アパレルCADシステムはパターンメーキングに必甍不可欠なものになっている。アパレルCADシステム
「TORAY CREA COMPO」を使いパターンメーキングの基本的な操作方法を学ぶ為の必修科目である。

女授彙のねらい
1年生・2年生とアナログで作成してたパターン。パターンのことを学んだ今こそアパレルCADで美しい、バランスの取れた
バターンを引けるように楽しく学ぺるようにする。

女目標
パターン作成を繰り返し行うことでアパレルCADの操作を習得し、アパレル企業の中でアパレルCゆをツールとして使いこなせる
ことを目指す。

女授業計画

回数 I授業内容

、.Jヽ..., ~.,ク

衿作成、寸法チェック

縫製仕様書き込み、バーツ化、パーツ情報設定

縫い代付け

、mのつながりチェック

袖作成、寸法チェック

衿作成、寸法チェック

縫製仕様書き込み、パーツ化、パーツ情輯設定

縫い代付け

予傭日

頃作成、綸のつながり＆寸法チェック

前明き位置、衿作成

袖ぐり＆袖ロリブ作成

縫製仕様書き込み、パーツ化、パーツ情轍設定

縫い代付け

別授彙（農示会＆ショウのため）
オリジナル作品製作

ッ

ラグラン袖作成

ラグラン袖作成

衿作成、寸法チェック

縫製仕様書き込み、バーツ化、バーツ情報設定

縫い代付け

デジタイザーについて設明
タイトスカート入力

タイトスカートバターンメーキング

タイトスカートパターンメーキング

縫製仕様書き込み、バーツ化、バーツ情報設定

縫い代付け

予備日

作も益式峰福習滋．指導を行う。提出課題には添削・採点後に返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準

：プリントを確認

：ブリントを惰認

：ブリントを確認

：プリントを確認

とめ

とめ

る

Eとめ
tる

：授彙内容の整理・まとめ

集態度 30 云 翡諸甜菱芦霊だPt品如。頁履修とする。
定試験
棄

女教科書及び参考文献
CAD用隋のブリント
女オフィスアワー
火曜日14時50分～16時20分 ：CAD教室
吉田陽子担当（実務経験あり）授集時数70時間
女傭考
日程及び授集内容は変更することもある。

ンで



服飾造形W 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科4年
女概蔓
衣服構成のためのより高度な知識を身につける。合理的な縫製方法や手順を学び工業縫製に対応できる縫製技術を身につける。
とても重璽な必修科目である。

女授業のねらい
工業生産をするために、生産の効率化を考慮したパターンメーキングを理解し、戴断・縫製・アイロン操作事の縫製技術と
パターン作成力を製作を通じて習得する。

女目標
企画からデザイン・パターン・縫製・ブレゼンテーションまで、幅広い服飾造形能力を身に着けることを目指す。

女授集計画

回数 1 授業内容
《毛皮使用デザイン作品》デザイン考案・パターンメーキング（立体鐵断•平面製図）

トワル作成

トワルフィッティング・修正

各アイテムバターン修正・作成

各パーツのエ彙用パターン作成、マーキング

毛皮について基礎知識（種類、戴断・縫製方法、注意点など）

生地戴断、芯貼り、アイロン

縫製（表地接ぎ、ポケット作り）

縫製（裏地接ぎ、衿）

縫製（禎作り、禎口、袖付け）

：デザイン

習：トワル組み立て

習：残った作集を進める

習残った作業を進める
習：縫製仕様書作成

習：教科書を確認

習：生地、付属の準傭

習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：残った作業を違める

詣

縫製（衿付け、前端始末（ファスナー・釦など）、裾始末）

仕上げ
習 ：授業内容の整珊•まとめ
習セルフチェック・

《オリジナル作品》デザイン考案・素材選択・パターンメーキング・パターーン農開
トワル作成

女フィードバックの方法

トワルフィッティング・修正

各アイテムパターン修正・作成

各パーツのエ婁用パターン作成、マーキング

生地戴断、芯貼り、アイロン

縫襲

縫製

装鯨事

仕上げ

卒研②縫製

卒研③縫製

卒研④縫製

卒研⑤縫製

Tアィン考案、素材選択、パターンメーキン

トワル作成、フィッティング、パターン修正

生地裁断、縫製、仕上げ

作業段階ごとに個別に点検指導を行う。提出課題には添削 ・採点後返却し解説を行う。

:Tザイン
詈：トワル組み立て

習残った作業を違める

習残った作彙を進める

習縫製仕様書作成

習：生地、付属の準傭

習：残った作集を進める

習残った作業を進める

習：授業内容の整理・まとめ
習：セルフチェック

習残った作

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：残った作集を進める
習：残った作婁を進める
習：残った作婁を進める

習：残った作業を進める

める

：セルフチェック

女成績評価の方法・基準旦 且翡翻協輩塁犀巧芦寄共。再履修とする。

業研修

女教科書及び参考文献
服飾造形講座 ②スカート・パンツ、③ブラウス・ワンビース、④ジャケット・コート、⑤コート・ケーブ
工業用パターンカイド
女オフィスアワー
火 •水曜日 13時10分～16時2~ : 200教室
鈴木英子担当

女備考
日程及び授集内容は変更することもある。



デザイン画W 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科4年
女概要
4年次では、モードクリエーションに必妻不可欠な「デザインカ」や「表現力」茎養う。各自のテーマを模索し、そのコンセプトを意識
しながらデザイン構築を学ぶことにより作品自体に強い説得力を持たせ、そのァザインを表現するための画力を身につける為の必修科目で

女授集のねらい
常にアンテナを張り意識しながらデザインし、繰り返し描くことにより自分が表わしたいデザインをより魅力的に表現できるようにする。
発想カ・デザインの豊かさという感性と具体的な衣服の構造を明確に伝える両面性を強化する。

女目標
より自分らしいデザイン画が措ける様にステッブアッブする。デザイナーとしてパタンナー、生産管理、営業、消費者と全ての人に自分の
服を伝えることができる様デザインの持つ特轍を的確に表し素敵なデザイン画を描ける様になることを目指す。
女授集計画

回数 授業内容 ～ 具体的内容（予習・復習等）
ンリサーチ

認

ラすテーチ

認

ジす干ーチ

謁

暉

テーマデザイン テーマ「エレガントとスポーティ」

テーマデザイン テーマ rモダンとフォークロア」
アイテ

コンテストデザイン画》 ——— ―ーー デザイン考案、リサーチ

（新人デザイナーファッション大賞） 着装画、着色

コンテストデザイン画） デザイン考案、リサーチ デッサン10
（ドレメ全国ファッションデザインコンテスト） 着装画、着色デッサン10

コンテストT イン 丁イン 、リーチ デッサン10
（毛皮デザインコンテスト） 着装画、着色 デッサン10
の （風口い、リーツ、ヤーエヽらの デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

ラフスケッチ

デザイン決定・レンダリング
着色

別授彙（晨示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

バネル水貼―リ•デザイン

アイディア農開

コンセブト決定・デザイン案農開
デザイン決定・レンダリング
パネルに下描き

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

を進める

を進める
進める

を進める

を進める

を進める

デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

デッサン10

デッサン10

デッサン10
デッサン10

習残った作業を進める

習残った作業を進める
習残った作集を進める
習残った作業を進める

習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める
習：作品の撮り返り

女フィードバックの方法
各作品添削の際に、 コメントやアドパイスを記入して、次回以降の授集で返却する。

女成績評価の方法・基準

業態度 30 戸 且翡罰醤芦霜塁宍亭場芋。再履修とする。

定試験
棄

9 9 

女教科書及び参？）文献
服飾関連専門講座4 ファッションデザイン画
G炉、各種ファッション雑誌
女オフィスアワー
月曜日13時10分～16時20分： 20D教室
鈴木英子担当

女傭考
日程及び授集内容は変更することもある。



アパレルCAD 担当吉田陽子 アパレルデザイン学科4年
女概蔓
IT社会の昨今、アパレルCゆシステムはパターンメーキングに必蔓不可欠なものになっている。アパレルCゆシステム
「TORAY CREA 四」を使いバターンメーキングの基本的な操作方法を学ぶ為の必修科目である。

3:界習ょ晶‘中で、パターン作成のための基本的な操作を習得した。 4年次では立体戴断でおこしたパターンや紙で
作成しt.::パターンをコンピューターの中に取り込んでパターンを作成できるようにする。又グレーディングの操作方法
を習得する。

女目襴
パターン作成を繰り返し行うことでアパレルCゆの操作を習得し、アパレル企業の中でアバレルCAOをツールとして使いこなせる
ことを目指す。

品彙1画授業内容 ― 総授業時数 140隅馨時数 40

け

付け

ルール付け

サイズ・各寸法チェック

予傭日

別授集（震示会＆ショウのため）
オリジナル作品製作

バンツ

パンッパターンメーキング

パンツパターンメーキング

縫製仕様書き込み、パーツ化、パーツ情輯設定

縫い代付け

予傭日

ンヤツ入

シャッパターンメーキング

シャツバターンメーキング

縫製仕様書き込み、バーツ化、パーツ情輻設定

縫い代付け

ルール付け

ルール付け
サイズ・各寸法チェック

予傭日

作ら緬ミ罪蘇翌謡．指導を行う。提出課題には添削・採点後に返却し解設を行う。

女成績評価の方法・基準
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ブリントを確認

ブリントを確認

：ブリントを確認

：ブリントを確認

：授集内容の整理・まとめ

：残った作婁を進める

30-50-20＿
 

出席日数が2/3に溝たない場合及び提出物が未了の湯合は、再履修とする。
授業の取り組み、諜題の完成度などによる総合評価とする。

女教科書及び参考文献
CAD用PMのブリント
女オフィスアワー
金曜日 13時1”ヤ~16時20分 ： Cゆ教室
吉田陽子担当（実務経験あり）授集時数140時間
女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



卒業研究 担当鈴木英子 アパレルデザイン学科4年
女概蔓
4年間学んだ集大成として、最終課題に相応しいテーマを値々に設定し 5コーディネイト以上の作品を製作する。
さらに作品発表にむけてデザインにあうトータルコーディネイトを濱出する。卒業に必妻な必修科目である。

女授業のねらい
トワル製作及び実物製作を通して、美しいフォルムとオリジナリティを表現できる作品製作を目指す。
女目標
あらゆるアイテムのデザインのパターンを、各モデルのサイズにあわせて平面製図や立体戴断で作成し、実物を製作する。

女授婁計画 450-
鞘

し
：時間内に終わらないものは
各自作彙を進める

合わせ作集を

作成・付属出し
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註五7齢移玄召自段階ごとに値別に点検指導を行う。
パターン・縫製仕様書・ポートフォリオ・作品を点検・採点後に返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準

態度

； 洲」 皿芦芦嘉袷翌翌霜合了評匹。再履修とする。

女教科書及び参考文献
なし
女オフィスアワー
月曜日09時の分～12時10分、 13時10分～16時20分 ：200教室
木曜日 13時 10分～ 16時2~ : 20D教室
＊後期のみ火曜日09時00分～12時10分： 20D教室
鈴木英子担当
女備考
日程及び授集内容は変更することもある。


